
学校番号 １００８ 

平成 31年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅡ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

講座名 総合スポーツ 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・各種スポーツの特性とルールを理解し、より高度な練習や試合ができるようになろう。 

・安全面に留意した練習や試合をしよう。 

・習得した力に応じて新たな作戦やルールを工夫し、試合ができるようになろう 

 

２ 学習の到達目標 

各種スポーツの特性についての理解と課題の解決を目指した計画的な運動の実践を通して、これらの

スポーツの高度な技能と審判法を習得できるようにするとともに、技能を発揮してゲームをすることが

できる資質や能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各種目の学習に主体

的に取り組むととも

に、勝敗などを冷静に

受け止め、ルールやマ

ナーを大切にしよう

としている。役割を積

極的に引き受け、自己

の責任を果たそうと

する。互いに共感し、

高め合おうとしてい

る。 

知識を活用し、技術向

上につなげている。学

習で得た成果を自ら

応用・発展させ、他の

運動や実生活に生か

せる。自己の課題を解

決するとともに、生涯

を通してｽﾎﾟｰﾂにかか

わることができるよ

う、課題の設定や活動

の評価、目標の修正な

どができる。 

運動の合理的な行い

方が身についてい

る。 

記録や技能向上に挑

戦している。 

各種目特性に応じて

勝敗を競ったり、攻

防を展開したりでき

る。 

 

技術や競争における

作戦、技、技能の高

め方、合理的な練習

方法や体力の高め

方、審判法や競技会

などの運営の仕方、

運動の観察や動作分

析の仕方などを理解

している。 

評
価
方
法 

・出席状況 

・平常態度 

・レポート 

       等 

・レポート 

・自己の運動を分析

し、技術向上へつなげ

ているか 

        等 

・技能観察 

      等 

・レポート 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1

タ
ー
ム 

ｺ
ﾞﾙ
ﾌ
 

ゴルフ 

 

・ゴルフの特性の理解 

・グリップ、スイング、

スタンスなどの基本的

技能の習得 

・ルールやマナーの理解 

・ゴルフ場での実践 

 

○  ○ ○ a:ｺﾞﾙﾌの特性やゲームに関心

を持ち、仲間と互いに協力し、

教えあいながら積極的に練習

に取り組んでいる。 

b:練習やゲームを通して自己

の課題の解決を図ろうとして

いる。 

c:安定したクラブ操作を行う

ことが出来ている。 

d:ルールやマナーを理解し、適

切にゲーム運営ができている。 

・ 受講態度

の観察 

 

・レポート 

 

・技能観察 

 

 

2

タ
ー
ム 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 
ｿ
ﾌ
ﾄﾎ
ﾞｰ
ﾙ

 

バスケットボール 

 

・パス、ドリブル、シュ

ートなどの基本技能の習

得 

・３ｏｎ３ 

・５対５ 

・ルール、審判法の習得 

 

ソフトボール 

 

・スローイング、キャッ

チング、バッティングな

どの基本的技能の習得 

・ゲーム 

・ルール、審判法の習得 

○ ○ ○  a:球技の楽しさや喜びを味わ

うことができるよう、フェア

プレイを大切にしようとす

ること、自己責任を果たそう

とすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようと

することなどや、健康や安全

を確保して、自主的に取り組

もうとしている。 

b:練習やゲームを通して自己

の課題の解決を図ろうとし

ている。 

c:球技の特性に応じてゲーム

を展開するための作戦に応

じた技能や仲間との連携し

た動きを身につけている。 

d:技術や技の名称や行い方、体

力の高め方、運動観察の方法を

理解している。 

・ 受講態度

の観察 

 

・レポート 

 

・技能観察 

 

 

3

タ
ー
ム 

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

フラッグフットボール 

 

・スローイング、キャッ

チングの習得 

・ランプレイ及びパスプ

レイ 

・オフェンス及びディフ

ェンスのしかた 

・ルールの理解 

・ゲーム 

 

○ ○  ○ a: 仲間とともに協力しながら

活動し、フラッグフットボール

の楽しさや喜びを味わおうと

している。 

b:自分や仲間の実情に応じた

課題をみつけている。 

c:安定したボールコントロー

ルができている。 

d:フラッグフットボールの特

性や学び方、技術の構造などを

理解している。 

・ 受講態度

の観察 

 

・レポート 

 

・技能観察 

 

 



4

タ
ー
ム 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

バドミントン 

 

・ラケットの持ち方 

・ストローク 

・サービス練習 

・各種フライト練習 

・ゲームの進め方 

・ルールの理解 

・ゲーム 

   シングル 

   ダブルス 

○  ○ ○ a:仲間とともに協力しながら

活動し、バドミントンの楽しさ

や喜びを味わおうとしている。 

b:自己に応じた課題をみつけ

ている。 

c:安定したラケット操作がで

きている。 

d:各種目の特性や学び方、技術

の構造などを理解している。 

・ 受講態度

の観察 

 

・レポート 

 

・技能観察 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


